
5−はびきの　2016.3.1−

○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 950-5501
☎ 952-2750
☎ 957-5553
☎ 937-2355
☎ 950-2002

『孫と私の小さな歴史』
佐藤 愛子／著　文藝春秋

　孫の誕生から 20 年、毎年二人で
愉快なコスプレ写
真年賀状を作り続
けている大作家。
もらった人の笑顔
が浮かぶ、傑作の
数々を一挙公開し
ます。

中央図書館   6 日㈰ ,13 日㈰
20 日㈰ ,27 日㈰ 13:30

古市図書館 19 日㈯ 15:00
丹比図書館 26 日㈯ 10:30

東部図書館
  9 日㈬ 10:30
19 日㈯ 14:00

羽曳が丘図書館 12 日㈯ ,26 日㈯ 15:00

陵南の森
図書館

  6 日㈰ ,13 日㈰
27 日㈰ 14:00

19 日㈯ 15:00
20 日㈰
11:00（小さい子向き）
11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

●古市図書館  ☎ 958-0050（水～日曜日 10：00～17：30）
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 937-7210（火・木・金曜日13:30～16:30）

開館時間　10：00～18：00（※中央図書館は10：00～20：00）

市
内
図
書
館

ちびっこサロン ～おはなし・手遊び・おりがみ など～
[ 日時 ] 3 月 9 日㈬ 10:30 ～
[ 場所 ] 森のゆうびん局 (市役所敷地内)

わらべうた・手遊び講座 ＜講師：岩出 景子 氏（野の花文庫）＞
[ 日 時 ] 3 月 19 日㈯
　　　  （講座 1）13:00 ～ 13:30 ／（講座2）14:00 ～ 15:30
[ 場 所 ] 市役所 別館 3 階会議室
  講座１「親子で楽しむわらべうたと手遊び」
　　　　＜対象＞乳幼児とその保護者 20 組
　　　　＜申込＞中央図書館にて受付
　　　　　　　　※ 電話可、定員になりしだい締め切り
  講座2  「子どもに伝えるわらべうたと手遊び」
　　　　＜定員＞ 70 人　※ 当日先着順

第22回朗読発表会（朗読ボランティアグループ「はびきの」）
[ 日 時 ] ３月 12 日㈯ 13:30 ～ 15:30
[ 場 所 ] ＬＩＣはびきの
　　　　３階 音楽実習室
[ 定 員 ] 80 人

春休み！おはなし会（羽曳野市子ども文庫連絡会・おはなしの森）
[ 日 時 ] ３月 26 日㈯　　[ 場 所 ] 中央図書館 多目的室
①13:30 ～「三びきのこぶた」「したきりすずめ」他
②14:15 ～「ジャックとまめのき」「おじいちゃんのごくらくごくらく」他

休館日のお知らせ

・3 月   1 日㈫ 市内全図書館
・3 月   2 日㈬ 中央図書館 

※3 月1日㈫、2 日㈬は LICはびきの休館日
　　　　　（館内設備の入替え作業のため）

読んでみませんか？　～新着図書～読んでみませんか？　～新着図書～
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『うめじいのたんじょうび』
かがくい ひろし／作　講談社
　うめじいの誕生日をお祝いしよ

うと、浅漬けき
ゅうりやたくあ
んたちが集まっ
てきました。で
も、うめじいっ
ていったい何歳
なんだろうね？

プログラム
「おそばのくきはなぜあかい」
　「はなのすきなうし」他


